使いかた 


3加湿のしかた 

4オフタイマー 

のセットのしかた… 

5使い終わったら…… 
6お手入れのしかた… 
7気化 フイルターのクエン 酸 
洗浄のしかた . 


困ったときは 


8巧障かな？と思ったら…15 
ずべての運転モードランプが 


点滅したとき . 16 

ずべてのタイマーランプが 
点滅したとき . 16 


その他 


もくじ 


はじめに 


1ま全上のごを意 . 3 

2る部のなまえとはたらき…6 


家庭用 


八イブリツド式マイコン 

加湿お 

取扱説明書 


保証書つき 


このたびは、お買い上げまことにあ 
りがとラございまず。 

ご使用になる前に、この取扱説明書 
を最後までお読みください。 
お読みになった後は、お使いになる 
方がいつでも見られるところに必ず 
保管してください。 




消耗品-別売品の 
お買い求めについて…16 

仕様 . 17 

連絡巧 . 17 

保証け-ビスについて…裏表紙 

点検-修理などを依頼されるとき 
などに記入しておくと便利です。 


ご購入年ち曰 



年 

巧 

曰 

ご購入店名 



TEL ( 

) 



ご意見をお寄せください。 

http://www.tiger.jp/ 


日本国内 100 V 専用 

交流1 00 V L 乂外の電源では 
使用できません。 


圈 TIGER 


gv 乃’一慮ま巧 


ATA-S 


型 


8 0 0 2 4 
111 1 


































加湿のしくみ(八イブリツド式） 

水を沸とラさせず、温めた風を気化フィルターにあててか 
を蒸発させ、湿った空気を吹出口から出して加湿しまず。 
(熱湯になりません。また、吹出口からの風も熱くありません。） 



^プラズマで除菌 J 搭載 

太陽光の除菌作用と同じ 0H ラジカルで菌のま動を抑制しまず。 

Iプラズマで除菌I キーで' r プラズマで除菌」の運転の入•切 
ができます。 

■プラズマで除菌 J の単独運転はできません。 


7イナスイオンについて 

>■フラズマで除菌 J の運転中はマイナスイオンが発生します。 
※マイナスイオンの単独運転はできません。 


Ag 除菌ユニットについて 

水受け皿に Ag 除菌ユニットを取りつけて使用しまず。 

Ag 除菌ユニットには、 Ag (銀）を含んだガラスタブレット 
を内蔵しており、か受け皿にたまったかを Ag+ (銀イオン) 
の作用で除菌しまず。 


■■ダチヨウ抗体フィルタ ー J について 

外気を取り込む吸気□部分に、タチヨウ抗体フィルタ ー1 を取りつけて使用します。 
ウイルスのま動を抑制したか気を本体内に通し、きれいな空気で加湿します。 


巧チョウ抗体フィルタつとは 

無毒化したウイルスをダチョウにを入し、体 
内で生成された抗体を卵から精製したのが 
■■ダチョウ抗体 J。 

この r ダチョウ抗体」をフィルターにしみ込ま 
せたものが、ウイルスのま動を抑制する[ダ 
チョウ抗体フィルタ ーJ です。 

※ダチョウ抗体フイルターは、消'耗品でず。 
№.16参勵 


ダチヨウ 



ダチョウ抗体フィルター 


〇 


ダチョウの卵 



ダチョウの卵か5精製し 
た抗体をフィルターに 
しみ込ませる 


•当製品には除菌やウイルスの活動を抑制ずる機能はありますが、これにより無菌状態をつくり出ずものではな 
く、感染予防を保証ずるものではありません。 

•実際の効果は、お部屋の状況やご使用方法によって異なります。•当製品は医療機器ではありません。 


のどやお肌を乾燥からずつて、 

お部屋の空気をリフレッシュ！ 

清潔•快適に加湿して、 

U ラツクスしましよ ろ。 


きれいな空気で加湿、 

お部屋にぅるおい属けます 
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1 


まを上のご注意 


ご使用前によくお読みの上、おずお守りください。 


※ここに表したミち意事項は、お使いになる人や他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止ずる 
ためのちのです。を全に関ずる重要な内容でずので、必ずお守りください。 

※本体に貼付しているご注意に関ずるシールは、はがさないでください。 

表示内容を無視して、誤った使いかたをしたとき 
に生じるを害や損害の程度を、 L ソ下の表示で区分 
して説明していまず。 


■图团か長 f 雨！ 


„ 取り扱いを誤った場合、使用者び 
死 t または重傷’1を負うことが想 
^ 定される内容を示しまず。 


A ま 


取り扱いを誤った場合、使用者が 
ち 傷害 2 を負うことび想定されるか、 
/胃\または物的損害’ 3 の発生が想定さ 
れる内容を示しまず。 


*1 重傷とは、失明や、けが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、 
中毒などで後遺症が残るちのおよび治療に入院*長期の通院 
を要するものをさしまず。 

*2 傷害とは、治療に入院-長期の通院を要さないけがややけど、 
感電などをさします。 


*3 物的損害とは、家屋•家財および家畜 
る拡大損害をさしまず。 


ぺットなどにかかわ 


A 


ま意 


么記号は、警告、を意を示し 
ます。具体的なミち意内容は 
図記号の中や近くに絵や文 
章で表します。 


Q o 記号は、禁止の行為であ 
ることをおします。具体的な 
禁止内容は図記号の中や近 
くに絵や文章で表します。 


•記号は、行為を強制したり 
指示したりする内容を示し 
ます。具体的な指示内容は 
図記号の中や近くに絵や文 
章で表します。 



A 警告 




改造はしない。 

修理技術をながの人は 
分瞄禁止分解したり、修理をしない。 

乂災•感電-けびの原因。 


〇 

おず実施 


差込プラグは根元まで 
確実に差し込む。 

感電•ショート • 発煙’発乂のおそれ。 


〇 

禁止 


交流1 00 V 於がでは使わない。 
(日本国内10 0 V 専用） 

火災-感電の原因。 


Q 

禁止 


差込プラグげ傷んだり、 
コンセントの差し込みび 
ゆるいときは使用しない。 

感電•ショート•発乂の原因。 


〇 定格1已 A 1 U 上のコンセントを単独で使う。 

他の器具と併用すると、分岐コンセン 
必ず実施卜部び異常発熱して発义するおそれ。 




めれた手で、差込プラグの 
巧き差しをしない。 

めれ手禁止 感電 ■ けびのおそれ。 


Q 

禁止 


電源コードは、破損したまま使わな 
し、。また、電源コードを傷つけない。 

(如 I する’無理に刚ブる’高温部におづける’引っ張 
る.ねじる.たばねる.重いものを載せる.挟み込むなど） 
火災•感電の原因。 

〇 差込プラグにほこりび付着している 
場合は、よくふき取る。 

ぉず実施 乂災の原因。 


Q 

禁止 


テ供だけで使わせたり、幼児の手の 
届くところで使わない。 

転倒させると水びこぼれたり、けびをす 
るおそれ。 




運転停止直後は、本体内部に 
手をふれない。 

接軸禁止 やけど-けびの原因。 


はじめに 
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まを上のご注意 


A 1 

酵告 


/ TN 不安定な場所や、毛あしの長い 
カーぺットなどの上に置かない。 

^転倒して水びこぼれたり、安全装置の 
誤作動の原因。 

〇 

必ず実拖 

お手入れずるとさや、水受け皿をはずし 
て水をずてるとをは、差込プラグをコン 
セントか5巧を、本体がをめてか5行う。 

感電 • やけど • けびのおそれ。 

/ TN 吸気□や吹出□•すを間に、ピン- 
^針金など金属物（異物）を入れない。 

禁 >Ib 感電や異苗動作してけびをするおそれ。 

〇 

必ず実確 

異常•故障時には、直ちに使用を中止する。 

そのまま使用すると、火災•感電•けびのおそれ。 
〈異苗.故障例〉 

-電源コードやプラグび異當に熱くなる。 

-電源コードを動かずと通電した 0、 
しなかった 0 ずる。 

-水タンクや本体から水ちれする。 

. その他の異南や故障びある。 

すぐにプラグを巧いて、販売店へ点検- 
修理を依頼する。 

/^ V 本体を丸洗いした0、 

水につけたり、水をかけたりしない。 

7 j < めれ禁止 ショート•感電•発火•故障のおそれ。 



A 注意 


^ 使用時 LU がは差&プラグを 
]ンセントか！5巧く。 

プラグを抜く けびややけど、絶縁劣化による感電 • 
漏電乂災の原因。 


おず差込プラグを持って 

WW 感電やシヨ-卜して 

発火ずるぉそれ。 5 

: 引き抜く。 

タコ足配線はしない。 A 因グ 

\y 麵おそれ。 

使用中や使用直後は持ち運ばない。 

^ V 水びこぼれて感電のおそれ。 

禁止 

本体は両手で水平に、 
mm 振動を与ぇなぃょぅ 
必ず実施 に持ち運ぶ。 < 

水タンクや水受け皿び ^ 

はずれて落下し、けびのおそ 
また、傾けたり、転倒すると 
おそれ。 

が 

水びこぼれる 


熱に弱いテーブルや敷物などの 
上で使わない。 

テーブル-敷物の変色-変形の原因。 

/ TN 壁や家具*カーテン-天井などの 
近くで使わない。 

シミびっぃたり、ヵビの発生.変形の 
原因。 

加湿しずぎない。 

I V 長時間連続で加湿ずると、結露などで 
室内をめらした0故障の原因。 

〇 テレビ•ラジオ•コードレス電話" 
エアコンなどか！5、 ImLU 上離して 

おず実施 

テレビ画面のチラツキや、雑音び 
入るなど電波障害の原因。 


本体内部のお手入れに塩素系、 
酸性タイプの洗剤は使わない。 

洗剤からち害ガスび発生し、 
健康を害した0、故障の原因。 
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末永くごほ用いただくために、化ずお守日くだをい 


参ダチョウ抗体フィルター*プレフィルターは 
こまめにお手入れずる。 

使用環境によってほこりがたまり、本体•水受け皿が 
変形し、故障•事故の原因。 

(お手入れのしかたは P . 12参照） 


♦吸気□-吹出□をフキンなどでふさがない。 

本体内部の温度が上がって、本体-水受け皿が変形 
し、故障-事故の原因。 


♦力ーテンの近くで使用しない。 

暇気口がふさがって暇気性能が低下し、本体內部の 
温度が上がって、本体•水受け皿が変形し、故障 • 
事故の原因。 


♦水受け皿•フ□—卜はこまめにお手入れずる。 

S ネラルが付着するとフ□ー トが正常に動作しない 
ことがあり、本体•水受け皿が変形し、故障•事故 
の原因。 


♦水タンクおよび水受け皿に水道水 li (がの 
水やお湯を入れない。 

-浄水器の水-アルカ U イオン水- S ネラルウオー 
ター.井戸水.ミちれた水などを入れると、カビや 
雑菌が発生しやすい原因。 

-お湯 （40 む!;(上）や化学薬品-芳香剤-洗剤を入 
れた水を入れると、本体が変形し、故障の原因。 


♦水タンクの水は每曰新しい水道水と 
交換ずる。 

水受け皿に残った水は毎曰ずてる。 

また水受け皿は週2回程度、 

定期のにお手入れずる。 

ミちれや水アカで性能が低下したり、悪臭がするおそれ。 
水受け皿で水アカが膜状になって付着し、吹出口から 
風とともに吹さ出すおそれ。 


♦直射曰光のあたる場所や、 

暖房器具の近<で使わない。 

水タンク內の空気が膨張し、本体から水があふれるお 
それ。また、プラスチック部分の変形•変質、および 
ダチョウ巧体フィルターの性能の低下の原因。 


♦気化フイルター • A 旨 除菌 ユニッ トはこまめ 
にお手入れずる。 

本体内側のミちれが取れに << な0、加湿量の低下や 
カビ、雑菌の繁殖による悪臭、故障の原因。 


♦ A 宫除菌 ユニッ トを分解しなし、。 

性能の低下、故障の原因。 


参水受け皿•気化フィルター ’ A 邑除菌 ユニット’ 
吸気 □ユニット をはずしたまま使わない。 

性能び発揮されず、ほこりがたまり、故障の原因。 


♦凍結しないよラに、使わないとさは、水タン 
ク•水受け皿の水をずてる。 

凍結したまま使ラと故障の原因。 


♦安定した台の上に設置ずる。 

設置面び水平でないと、製品の振動によ0水がこぼ 
れるおそれ。 


♦本体をさかさにしない。 

故障の原因。 


はじめに 
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9 各のなまえとはた 6 ま 


^操作.表示部)一 

湿度のめやずランプ 

♦ランプが点巧して、そのとをの湿度 
を目まとしてお知!5せします。 

※ご家庭の湿度計の表示とは異なる 
ことがありまず。 

《暖房器具のそばなど、温度差の大を 
い場所に移動して使用した場合、湿 
度センヴーが正しく感知しにくく 
なります。 

♦水タンクの水がなくなると、3つのラ 
ンプが点減しまず。 

タイマーランプ- 


I 才タイクー I 马- 


運転モードランプ 


プラズマで除菌ランプ 



ラズマで除菌)平一 


(電源/運転切替] キー 
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はじめに 











































































































































水タンクふたをしめ、 
水タンクを水受け皿に 
ゆつ< 0セツトする。 



ななめに 

差し込む 



•水タンクふたは確実にしめる。 

口社'^ ホがこぼれる願。 

•水タンクをセットするときは、水受 
け皿-気化フィルター-フ□ートが 
正しく取りつけられていることを確 
認する。 （ P . l 1参照） 

正しく取りつけられていないと、充 
分な加湿がで去なかった0、故障の 
原因。 


水タンクとつ手を、 
引っ掛け部に引っ掛ける。 



I 水タンクを取り出して 
水道水を入れる。 

水は、水タンクの半分] iUi か 5 満水までの間 
に入れる。 






水タンクとつ手は 
立てずに収める 


•水タンクふたをはずすときやしめる 
、ババ,とき、水を入れるときは、水タンク 
に手をそえてささえなが5行う。 
•水タンクに水道水獻外のものを入れ 
ない。故障の原因。 




ス加湿のしかた 


がッい確 

皿セてを 

ブこれとる 

到実さこす 

水確卜る認 



8 


>電源を入れる。 

〇差込プラグをコンセントに差し込む。 



0 [ 電源/運転切替 1 キ~を巧ず。 

運転モードランプが約30秒間点滅した後、点なし、 
加湿をはじめます。 




除菌 


連続如湿 


径 )(! 蠢运)扁 


水タンクセツト直後に [電源/運転切替] 
し US , キーを 巧ずと、湿度のめやずランプが点 
減することがあります。これは、水受け 
皿に水が満たされていないためでず。 
(しば5くするとランプが消なするの 
で、再度 情 源/運輯切哥 キーを 巧す。) 


運転モードを選ぶ。 


( 電源/運輯切曾1 キーを巧ずごとに、 r 連続加湿」- 
「ひかえめ」^「標準」^「高め」^「切」の順に 
切り曾わり、各ランプが点打。 



※厂切」は、すべてのランプが消なします。 
※[■おまかせ加湿」とは、快適な湿度を保つよラに、 
自動的に風量-ヒーターを調整します。湿度が高い 
ときは運転が止まります。 


運転モード 

特長 

連続加湿 

温度•湿度に関係なく、風量「強」- 
ヒーター「入」で連続運転します。 

お 

ま 

か 

せ 

加 

湿 

ひかえめ 

風量「弱」•ヒーター「切」で運転します。 

標準 

風量「強」「弱」-ヒーター「入」「切」 
で運転します。 

高め 

「標準」よりも湿度の設定を高めに運転 
しまず。 


※連続加湿時間の目安は、 P .17 の r 仕様」を参照。 
※差込プラグをコンセントから抜いて次に差し込むと、 
r 連続加湿」運転から始ま0ます。 


~ 運転中に「カチカチ」や「ピチピチ」 

、 -と音がする場合がありますが、故障で 

はおりません。 


r プラズマで除菌」を選ぶ。 


(プラズマで除菌] キーを巧ずごとに、「プラズマで 
除菌」の運転の入•切が切り曾わりまず。 

「入」にする場合 「刚にする場含 




ほいかた 
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加湿のしかた 


5 ® い終わった6 


※差込フラグをコンセントか5抜いて;夕に差し込むと、 
「プラズマで除菌」の運乾は「入」か5始まります。 
「プラズマで除菌」の是転を「入」にずると、同時に 
マイナスイオンも発生しまず。 


' br 音た'' I 「フラズマで除菌」を選んで運転する 

'. と、「ジー」と音がしますが、故障で 

はおりません。 



ド少なくなつた6… 


湿度のめやずランプび点滅し、「ピーン」 
と已回鳴りまず。約1分間、を却のため 
に運転した後、止まりまず。 

水タンクに水を入れてください。 （P.S 参照） 



^オフタイ7—の 
/ I 七ツトのしかた 


瞬就 


• 水きけ皿をはずずときは、本化の部 

に水をこぼさないようにま意ずる。 

•気化フイ 1^— 対まずしてから、水受け皿 
棘をすてる。抜け落ち補員の原因。 


•水タンクの水は毎日新しい水道水と 
交換する。 

水受け皿に残った水は毎曰ずてる。 
変色やにおいの原因。 


1 (電源/運転切替1 丰~を「切」に 

なるまで巧して運転を切り、 
約1分後に差込プラグを巧<。 

※約1分間、冷却のために運転した後、止まります。 
差込プラグはその後に抜く。 



(オフタイ キーを}甲ず。 

押すごとに、に H に時間後)」イ 4 H (4 時間後)」イ解 
除」の順に切り替わります。 

※セットした時間になると、自動的に電源が切れます。 

(寝る前などにセットすると便利です。） 

※斗時間後にセットした場合、2時間経過すると、タイ 
マーランプが r 2 H 」 に切り替わります。 

※セット中でも、運転モードを変えることがで去ます。 
( P . 日参照。電源を「切」にすると、オフタイマーが解 
除されます。） 



本体がをめてから水タンクを 
はずし、残った水をすてる。 
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3 水受け皿 • 気イヒフィルターを 

はずし、残った水をすてる。 



み 

気化フィルター 



み 




4 気化フィルターを水受け皿に 

取りつけ、水受け皿を本体に 
セツトする。 


水受け皿を 
奥まで確実 
に差し込む 

《 A 旨除菌ユニットがはずれたときは、確実につける。 
( P .13 参照） 

※フ□ー トがはずれたときは、確実につける。 

運転しない原因。 


5 水タンクふたを確実にしめ、 

水タンクをゆつくり水受け皿 
にセットする。 （ P .8 参照） 







ほいかた 
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ケース 
ダチョウ抗体 
フイルター 
プレ フイルター 


-カバー 


1.差込プラグを抜さ、吸気□か5吸気□ユ 
ニットをはずず。 



吸気 □ユニット 


カバー 


夕’チョウ抗体 
フイルター 


〇中央に 
寄せる 


フレフイルター 


3.掃除機の細いノズルでほこりを吸い取る。 

※各フィルターは掃除機に吸い込まれやすいので、 
しっかりと持つ。 

※水洗いはしない。性能の低下の原因。 



4. 吸気 □ユニッ トを組み立てる。 



フイルター 


み 



己吸気□ユニットを吸気□に取りつける。 
( P .7 参照） 


り お手入れのしかた 


いつまでち清潔にご使用いただくためにお手入れは定期的に行ってください。 

♦差込プラグを巧き、ちえてか6お手入れずる。♦スポンジ-巧はやわらかいものを使う。 


常に清潔に巧ち、性能低下、悪臭を防止ずるためにこまめにお手入れをずることをおずずめしまず。 

水タンクの水は毎日新しい水道水と交換する。水受け皿に残った水は毎日すてる。 

また水受け皿は週2回程度定期的にお手入れする。 

そうしない場合、か受け皿で水アカが膜状になって付着し、吹出□か S 風とともに吹き出すことがあります。 

また、フ□ー トが正常に動作しないことがあり、本体-水受け皿が変形し、故障-事故の原因。 




•洗剤-シンナー類-クレンザー-漂白剤- 
化学ぞラ去ん-金属たわし-ナイ□ンたわ 
しなどは使わない。 

•食器ミ先浄機や食器乾燥器、熱湯などは使わ 
ない。 

•水タンクのつけお壬洗いはしない。 


•気化フィルターはこまめにお手入れし、水アカが取 
れにくい場合は、クエン酸洗浄をする。 （P. 14参默 
水アカがこびりついたまま使ラと、性能の低下•故 
障-破損の原因。 

♦本体-電源コード-差込プラグを水につけたり、水 
をかけたりしない。 


週1回程度お手入れずる部品.箇所 
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水タンク 


水受け皿 



水タンクふた 


1. 水タンクは、水を入れてずずさ洗いをずる。 

2. 水タンクふた-水受け皿-フ□-卜は、スポンジを 
使って洗った後、すすぐ。（フ□-卜がはずれたとき 
は、正しく取りつける。 P .1 1参照） 


気化フィルター 


A 邑除菌ユニット 



1. 水またはめるま湯の中で、ふり洗いずる。 

2. 細かい部分は、やわらかい函ブラシでこずり落 
とず。 


吹出 □ 


本体外側 



♦よくしぼったやわ6かい巧でふき取る。 
♦の出□は、綿棒を使ってふき取る。 


本体内側 


電源コード 
差込プラグ 




乾いた巧でふく。 


Ag 除菌 ユニッ トの取りはずし•取りつけ 



OP .12-1 3の要領で各部のお手入れをし、乾いた巧でふく。 

包各部を巧分に自然乾燥させる。 

©虫やほこりなどび入らないように、ポリ袋などで密封して保管ずる。 

〇使用開始か！5約巨力月を過ざたダチョウ抗体フィルターは、寿命になるため、次に使用するときに交換する。 
(消耗品-別売品のお買い求めについて^ P .1 巨） 

※ダチョウが;体フィルターは約日力月 （1 シーズン）に1回が巧奥の目まです。 （1 曰の使用条件に関係なく、袋を開封したとき 
か5の目安です。）寿命をすぎるとダチョウが体フィルターの性能の効果はなくなりますが、加湿能力には支障ありません。 


•湿ったまま保管しなしんカビが発生する原因。 

L 口 r 可 •旅行などで数日間使わないときは、水タンク■水受け皿に残った水をすてる。 


週2回程度お手入れずる部品.圏巧 巧れるたびにお手入れずる圏所 
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^ 気化フイルターのクエン酸隸淨のしかた 


気化フィルターの水アカび取れにくいとさは、クエン酸で洗ミきしてください。 


1 気化フィルタ-を水受け皿 
か5はずす。 ( P .1 1 参照） 

2クエン酸約 30 g (大さじ 
すりきり3杯程度）を、 

めるま湯約1.已 L を入れた 
容器に入れてまぜる。 

※クエン酸は、タイガー電気ポット内容器 
洗を用クエン酸（別売品 一 P . 1巨参照） 
をお買いホめください。 

3 気化フィルター 

を容器に入れ、 

約1時間 
つける。 

完全 I 

^やわ5かい齒ブラシで、 

ミちれをこすり落とす。 

5 水道水で充分に 
ずずざ洗いをする。 


7 を記2の要領で、クエン酸を 

めるま湯に溶かす。 

8 フィルターフィンと 
フィルターふた、軸を 



9 やわらかい齒ブラシで、 
巧れをこすり落とす。 


10 水道水で充分にすすざ洗い 
をする。 

11 フィルターフィンを1枚ずつ卽 
に差し込み、フィルターふた 
をしめつけて取りつける。 



<巧れび取れに<い場合 続けて行う。〉 

0 フイルタ-ふたをはずして、 
フイルターフィンを1枚ずつ 
はずす。 




フイルターふた 






•フィルターフィンは、已〇枚すベて 
セツトする。 

枚数が不足すると、加湿性能がお 
ちたり、カタカタ音が鳴る原因。 
•フィルターフィンに強い力を加え 
ない。破損の原因。 


•フィルターふたは、しめつけすぎ 
ない。破損の原因。 
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g 巧障かな？と思った5 


修理を依頼ずる前に、ご確認ください。 


こんなとさ 1 

► ご確認いただ<こと 1 

► 直しかた 

参照 

ぺージ 

電源を「入」にしてち 

湿度び高いとさに r おまかせ加湿」運転にしていると、湿度調整のため運転 


加湿しない。 

しないことびあります。 



風の出び少ない。 

ダチョウ巧体フィルター、プレフィルター 

ダチョウ抗体フィルター、プレフィル 

已 • 12 


びほこりで目詰まりしていません占、。 

ターのお手入れをする。 


気化フィルターに水アカやづ5が 

気化フィルターのお手入れをする。 

12〜14 


付着していませんか。 



「ひかえめ」運転にしていませんか。 

他の運転に比べ風の出びみない運転でず。 

9 


力ーテンの近くで使巧していませんか。 

カーテンから離れた場所に設置する。 

4 •己 

水タンクに水びあるのに 

水タンクをセットした直後ではあ 

しばらくして水受け皿に水がたまると、 

9 

湿度のめやずランプび点 

りませんか。 

湿度のめやすランプが消なします。 

滅ずる。 

本体が傾いていませんか。 

本体を水平な場所に置<。 

— 


水受け皿を本体からはずしてしほせんか。 

水受け皿を本体にセットする。 

8〜11 


フ□ー トびはずれていませんか。またはフ□一 
卜の向き祖しく取りつけられていまずか。 

正しく取りつける。 

11 

湿度び上びらない。 

気化フィルターに水アカやゴミび 

気化フィルターのお手入れをする。 

12〜14 

湿度び高いまま 

付着していませんか。 


変わらない。 

水び減らない。 

気化フィルタ-をセットし就てしほせんか。 

気化フィルターをセットする。 

11 

設置場所により、湿度を正し<感 
巧しないことびあります。 

設置場所を変える。 

— 



部屋び広すざませんか。 

適巧床面積の範囲で使ラ。 
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換気をしていませんか。 

窓、戸を閉めて使ラ。 

— 

においびずる。 

気化フイルター、 A 呂除菌ユこツト、 
水受け皿がミちれていませんか。 

お手入れする。 

12〜14 


水タンク、水受け皿の水を放置した 

水タンクの水は毎曰新しい水道水と交換する。 



ままになつていませんか。 

水受け皿に残った水はち曰すてる。また、水 
到咖は逼 2 回程度、定期的にお手入れする。 

1日〜13 

水ちれずる。 

水タンクふたを、巧実にしめていますか。 

確実にしめる。 

8 


水タンクふたのバッキンび傷んでいませんか。 

新しいパッキンと交換（有償）する。 

16 

水受け皿に異物びたまる。 

定期的にお手入れしていますか。 

こまめにお手入れする。 

12113 


水道水！;(外の水を水タンクに入れ 
て運転していませんか。 

必ず水道水を使ラ。 

己 • 8 

異音びずる。 

気化フィルター•水受け皿に水アカ 

気化フィルターをクエン酸洗をし、 

13114 

び付着していませんか。 

水受け皿をお手入れする。 


吸気□ユニットの取りつけび、で 
をていますか。 

吸気□ユニットを取りつける。 

7 


こんなとさ 1 

► 理由 

参照 

ぺージ 

樹脂などのにおいびずる。 

はじめてお使いになるとさに、樹脂などのにおいがすることがあります 
が、故障ではありません。ご使用とともにかなくなります。 

— 

プラスチック部分に線状 
や波状の圏巧びある。 

樹脂成お時に発生する跡で、使用上の品質に支障はありません。 

— 

の出□からの風び;ちたい。 

水占、日沸とうさせず、風を気化フィルタ-にあてて水を識させるので、吹出加、日の風は熱くありません。 

2 

蒸気. 霧び出ない、見えない。 

気化フィルターに風をあてて湿った空気を送 0 出すち式のため、蒸気や霧は見えません。 

2 

部屋の窓や壁び結露ずる。 

部屋び適度な湿度になっていても、温度びほし德や壁は結露することびあります。 

— 
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すべての運面モードランプび点滅したとを 


運転び停止してか5、差込プラグを巧いて下記の点検-処置をしてください。 
それでも直らないときは、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 


ご確認いただ<こと t 

► 直しかた 

参照 

ぺージ 

水受け皿び確実にセットされていまずか。 

水受け皿を奥まで確実に差し込む。 

11 

ダチヨウ抗体フィルター、プレフィルターび 

ダチョウ抗体フイルター、プレフイルターの 

已 • 12 

ほこりなどで目詰まりしていませんか。 

お手入れをする。 

気化フィルターに水アカやゴ S び 

気化フイルターのお手入れをする。 

12〜14 

付着していませんか。 


吸気□-吹出□をふさいでいませんか。 

吸気口 -吹出□をふさびない。 

己 

暖房器具のそばなど、温度差の大きい場所に 
移動して使っていませんか。 

暖房器具の温風び当たらない場所に移動させる。 

— 


すべてのタイマーランプび点滅したとを 

本体の異常でず。運転び停止してから、差込プラグを巧いて、お買い上げの販売店に修理をご依頼く 
ださい。 


消耗品 • 別売品のお買い巧めについて 

お買い上げの販売店、または「連絡先」に記載のタイガーお客様ご相談窓□、消耗品-別売品のご購 
入専用ホームぺージでお買い求めください。 

♦ダチョウ抗体フィルター(消耗品） 

約巨力月 （1 シーズン）を目安に確認し、交換 
ずる。 （1 曰の使用を件に関係なく、袋を開封 
したとさからの目安でず。） 

※袋を開封しなかった場合でち、ダチョウ抗 
体フィルターには使用期限びありまず。吸 
気 □ユ ニットに同封している説明紙に記載 
された使用期限までに使い始めてください。 

部品番号 1 ATA 1016 


♦樹脂部品•水タ ンクIふたの! (ツキン（消耗品） 
〈傷んでさたとさ〉 

熱や蒸気にふれる樹脂部品や水タンクふたの 
パツキンは、ご使用にとちない傷んでくる場 
合びあります。上記にてお買い求めください。 
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♦プレフイルター(消耗品） 

部品番号 1 ASY 1003 


♦吸気 □ユニット （別売品） 

〈セット内容〉 

( P .7 参照） 

•ケース 

-ダチヨウ抗体フイルター 

- プレ フイルター 

- カバー__ 

品番 ] ATA - K 10 F 


♦クエン酸（別売品） 

約 30 gX 4 包入0 

品き ] PKS -0120 

薬局などでち市販のクエン酸を、お買い求め 
いただけまず。 


S かた 


たとをは 


その他 

























仕様 


おおよその数値でず。 

《2水量:満水、水温 • 室温:20で、電圧:交流1日 0V、 
湿度30% 

《3 r 切」状態での消費電力は、約日. 4W でず。 

《4使用状況、環境により異なります。 


>適用床面積〈目安 〉 i 



木造和室 

プレ八ブ洋室 

高め•標準-連続加湿 

〜8.已畳 
(14m2) 

〜14畳 
に 3m2) 

ひかえめ 

〜2.已畳 
(已が ） 

〜4.已畳 
(7 .已 m2) 


※已運乾音は、本体前後左ち上ち向1 m の已方向の位置で測 
す^し尸平ち] イ古 

篇6マイナスイオン量は、「連続加湿」運乾時、吹出□より吹 
出方向 Im での数値です。（当社試験室、室温 2 CrC 、 湿 
度60% にて 当社イオン測定器による測定結果。）また、 
マイナスイオン量は、使用環境（室温 • 湿度 • 空気のミちれ 
など）によって異なります。 


■プラズマで除国 

-浮遊菌……試験依頼先：財団法人北里環境科学センター 
試蘭戒廣書発行年月日：平成2日年7月3日発行 
試験成績書発行番号：北生発 20_00 目 1 号 
試験方法：1 m^BOX 内での浮遊菌数の変化を測定 
試験結果：12日分で99.99%技上抑制 
-ウイルス…試験依頼先：財団法人日本食品分析センター 
試験巧な責書発行年月日：平成 1 目年ら月 22 日発行 
試験成績書：第204041目21-001号 
試験方法：普通寒天培地に塗巧したウイルス量の 
変化を感染価にて測定 
試験結果： 24時間で99.99%臥上抑制 

-かび . 試験依頼先：社団法人京都微生物研究所 

試験成績書発行年月日：平成 1 己年に月 1 已日発行 
試験成績書：第8034号〜第803目号 
試験方法：寒天ち地に塗布したかび数の変化を 
1 日日間測定 

試験結果：防かび効果あり（專天培地に塗巧した 
かびの発育が詰、められない） 


■ A 色除菌ユニット 

試験依頼巧：財団法人日本食品分析センター 
試験成績書発行年月日：平成20年7月11日発行、 

平成2日年8月8曰発行 
試験成績書発行番号：第208070388号、 

第 20S0 80131号 

試験方法：残水中の生菌数を標準寒天平板培養法にて測定 
毎朝、満量の水を水タンクにセツトし、 

連続加湿運乾で6〜8時間運転 
停止後は翌朝まで放置し日日間測定 
試験結果：除菌効果あり 

(残水中の菌の発育が認め5れない） 

■ダチョウ抗体フィルター 

試験機関：京都府立大学生命環境科学研究科 
試験方法：巧体フィルターに滴下したウイルス懸濁液の 
感染価の変化を MDCK 細胞を用いて測定 
試験結果：10分で99%料上抑制 


連絡先 


g イ乃一履ミち) II 巧式含社 


本社〒已 71-8 已71大阪府門真市を見お3ま1号 


※上記の連絡先の名称、電話ま号、所在地は変更ずることがありまずのでご了をください。 

ホームぺージアドレス http :// www . tiger . jp / 

消耗品 • 別売品のご購入ホームぺージ h け p://www.l:i 邑 er.jp/sh 叩. html 
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運転音 * 1*5 

連続加湿 

42/41 

(服） 

ひかえめ 

29/24 

マイナスイオン量〈目ち〉* 1&S (個 /m3) 

10000 

水タンク容量* 1 

( L ) 

3.0 

が形寸法* 1 幅 X 奧行 X 高さ （ cm ) 

32.2 X 19.5 X 32.2 

質量*1 ( kg ) 

4.0 


ナビダイヤル 

(全国共通番号） 


30570 -01 1101 


巧巧 a 話巧で OK 


市内通話料金でご利用いただけます。 


受付時間 AM 目:0日〜 PM 日:日0月曜日〜金曜日（祝日•弊社休業日を除きまず） 

※携帯電話 • PHS と I P 電話等（ナビダイヤルを利用できない電話）のちはこちらへ TEL (06) 6906-2121 



ほいかた•ぉ買い物のご相談はお客様ご相談窓口 


その他 










































